３班ビジネスプラン　進捗状況

プラン：「運転補助知能システム」







文責：aa
本日（１２/１４）の進行：

1 お互い調べてきたことの報告。

2 プラン練り直し。

3 役割分担を決める。

内容、詳細

①お互い調べて来たことの報告。

社会背景：・交通事故の多発


交通事故の増加率は年々減少しているが、件数は増加し続けている。

　　　　　　　・高齢化社会


新たな運転支援システムの導入求められている。

　　　市場：・現在アジアの自動車販売数伸び続けている。狙い目か？
　　　　　　　・自動車のネット販売も広がっている。

　　　　　　　・規模　　2001年（13.5兆円）→2006年（23.5兆円）拡大。

　　　　　　　・客単価市場→一般大衆市場という流れでコストダウンを狙えるか。
　　　競合相手：自動車メーカーのみでなく、FUJITSU、NTT、HITACHI、MITSUBISHIなども類似したシステムの開発を行っていることが判明。
　　　
②プラン練り直し
　　　我々のプランの新しさ、advantageはどこか。

プラン内容（最終案）

　　　☆死角をなくす。

　　　　　　　前にカメラをつけて暗闇でも見やすく、や、車間距離を一定に保つといったシステムは他社もすでに開発しているが、我々は、さらに、カメラを両サイド、後ろにもつけることによって、死角をなくす。


サイドミラーにカメラ？上にカメラ？コスト？

☆対運転手の監視
挙動、体温などを監視し、居眠りや、衝突直前に感知して、ブレーキを先に踏む。など。

· 対人も監視？
歩行者など対人も監視（酔っ払い？）

advantage: 話題性。安全性。渋滞緩和→環境問題解決

disadvantage:　　・コスト



・運転の楽しさが奪われる？

・事故を完全になくせるわけではない。（運転手に情報を提供するだ　けであって、最終的には運転手に委ねられるので。）

③パワーポイントと原稿役割分担
· 表紙
· 問題提示（現状背景）→ aa
· その問題に対する従来のアプローチ→bb, cc
（自分のアプローチと比較して、従来アプローチのdisadvantage）

· （大まかな）我々のアプローチ、プラン内容→cc,  dd（以下プラン内容はこの二人。）
· （詳細）プラン内容

（実現可能であることのベース提示）
· （できれば）事業プラン

· 他社との比較（他社のものと比べて何がすぐれているのかadvantage提示）

· 実現した結果具体的にどうなるのか

· まとめ

· （製品の特徴、社会に与える影響など）

今後の予定
金曜にもう一度集まる。
月曜までに各自分担範囲のパワーポイントを作成。
